
がん患者の不安や悩みを軽減するために、がんを経験した者もがん患者に対する相談支援に
参加する ことが必要であることから、基本的ながんの知識やコミュニケーションスキルを
学んだ「がんピア・サポーター」を養成し、県内のがん診療連携拠点病院等で行われる
がんサロン等におけるピア・サポート の活用を推進するものです。

① 日 時 ：１日目：令和８年９月11日（金）９：００～１６：３０

２日目：令和８年９月12日（土）９：００～１６：３０

② 会 場 ：吉塚合同庁舎Ｙ６０４B会議室（福岡市博多区吉塚本町13-50）

③ 対象者：がん患者若しくはその家族・遺族

④ 参加人数：２０～３０人

⑤ 申込期限：令和 ８年８月１９日（水）

お申込み方法：別紙「申込書兼承諾書」を福岡県HPよりダウンロード⇒
研修運営者「ＮＰＯ法人キャンサーサポート」へ下記メールで提出
nsa03514@nifty.com ※詳しくは福岡県HPをご確認ください。

講義内容 講師

講義オリエンテーション NPO法人キャンサーサポート

自己紹介（アイスブレーキング） がんバッテン元気隊

講義① 【ピア・サポーターとは？】 がんバッテン元気隊

講義② 【バウンダリーについて】 久留米大病院がん相談支援センター

がん看護専門看護師 副枝恵美 氏

講義③【ピア・サポーターの活動方針】 あけぼの福岡 深野百合子 氏

講義④【がん治療の基礎知識と情報提供】 九州がんセンター名誉院長 藤 也寸志 氏

講義⑤【自分の体験の語り方】 がんバッテン元気隊

質疑応答・まとめ

講義①【コミュニケーションの方法】

聖マリア病院公認心理師 福澤理香 氏

【ロールプレイングによる演習】

（１）デモンストレーション

（２）グループ別 ロールプレイング 3回程度

（３）模擬相談演習

講義②【グループファシリテートの方法】

講義③【ピア・サポートと医療の役割】 戸畑共立病院相談支援センター看護師毛利 香 氏

講義④【行政や医療機関の役割】 福岡県担当者

質疑応答 講評など

※ 上記プログラムを受講後、別日でピア・サポート体験を行う実地研修を行います。

１日目

２日目
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